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研究要旨  

WEB 登録システムのニーズに関する実態を把握するため、ドナー適格年の一般ボランティアを

対象にインターネット調査を行った。日本骨髄バンクにご協力いただき本研究班で 11 問のアン

ケート調査項目を作成し、委託先であるマイボイスコムが無作為に選出した 18 歳〜39 歳の

30000人を対象に行った。有効回答数は 30000（男性 15000、女性 15000）。骨髄バンクの新規

登録方法と現在開発しているオンライン登録システムについての説明文を読んでもらった

後に「ドナー登録するとしたら、従来の方法とオンライン登録、どちらを希望されます

か？」との問いに対して、64.0%がオンライン登録を希望すると回答した。その多くは「対

面での説明が新型コロナウイルスの感染等の問題からの不安だから」「自分の都合良いと

きに登録できるから」を理由として挙げていた。一方で、従来の方法を希望すると回答し

た理由の多くは「対面の方が質問しやすいから」を選択していた。これら結果から、新型

コロナ感染症拡大下に限らず、若者の現状を考えると WEB登録システムのニーズが高いこ

と明らかとなったが、WEB 登録システムを構築する際には「よくある質問」などのページ

を設定し、可能な限り想定される質問への回答を掲載していくことも必要と考えられた。 

 

Ａ. 研究目的 

 昨今の新型コロナ感染症拡大に伴い骨髄バンク

への新規ドナー登録者が減少している。その主因とし

て不要不急の移動・外出制限が行われたこと、さらに

はドナー登録会の制限が原因であった。さらには、ド

ナー登録会場へ訪れることに抵抗を感じているドナー

候補者がいることも障壁となっている。これら現状の課

題を克服するためにWEB登録システムの構築が必要

であると推測されるが、そのニーズに関する調査は行

われていなかった。本分担研究では、ドナー適格年の

一般ボランティアを対象にインターネット調査を行い、

WEB登録システムのニーズに関する実態を把握する

ことを目的とする。 

 

Ｂ. 研究方法 

① 参加施設 

 インターネットアンケート調査の実施は、マイボイスコ

ム株式会社が行なった（本研究の委託先選定にあた

っては、相見積もりの結果、最も価格設定が低い企業

を選定した）。また、アンケート調査項目の作成は、日

本骨髄バンクにご協力いただき本研究班と一緒に作

成した。 

② 研究の方法 

・ 対象： 18歳〜39歳 
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・ 調査人数： 30000人 

・ 設問数： 11問 

・ アンケート作成 

・ インターネット調査 

・ 調査結果の解析 

③ 解析の方法 

 マイボイスコムにてデータの集計（クロス集計を

含む）を行ない、本研究班で図表の作成ならびに考

察を行なった。 

 

Ｃ. 研究結果 

 回収した30000名の調査結果を以下に示す。 

 

＜一般質問＞ 

① 性別および年齢 

（回答数 30000） 

1) 男性 15000名 

（10代:1.0%, 20代:12.2%, 30代:36.8%） 

2) 女性 15000名 

（10代:1.2%, 20代:15.4%, 30代:33.3%） 

 

② 職業分類 

（回答数 30000） 

1) 会社員・役員: 47.4% 

2) 自営業: 3.0% 

3) 専門職: 4.2% 

4) 公務員: 4.5% 

5) 学生: 16.5% 

6) 専業主婦・専業主夫: 14.2% 

7) パート・アルバイト: 8.1% 

8) 無職: 2.0% 

＊「その他該当なし」の選択なし 

＊ 未記入なし 

 

＜本研究に関する質問＞ 

③ 日本骨髄バンクを知っていますか？ 

（回答数 30000） 

1) よく知っている: 11.4% 

（10代:9.5%, 20代:11.6%, 30代:11.4%） 

2) 詳しくは知らない（名前を知っている程度) 

: 73.2% 

（10代:66.7%, 20代:66.9%, 30代:75.9%） 

3) 知らない: 15.4% 

（10代:23.8%, 20代:21.6%, 30代:12.8%） 

 

④ 骨髄バンクドナーに登録していますか？ 

（回答数 30000） 

1) 登録している: 2.9% 

（10代:1.5%, 20代:2.9%, 30代:3.0%） 

2) 登録していない: 91.4% 

（10代:89.9%, 20代:90.3%, 30代:91.8%） 

3) 登録を検討している: 5.7% 

（10代:8.6%, 20代:6.8%, 30代:5.2%） 

 

⑤ どのようなきっかけで登録しましたか？もしく

は登録を検討されましたか？（④-1,3を選択した者

のみ回答: 回答数 2592） 

1) TVコマーシャルやポスターを見て: 38.1% 

2) 血液の病気の人がいたから（有名人・知人・家

族）: 19.6% 

3) 人のためになりたいと考えたから: 46.7% 

4) ドナーになった人が家族・知人にいたから: 

9.7% 

5) SNSでの情報を見たから: 12.9% 

6) 献血会場などで声をかけられたから: 21.5% 

7) その他: 2.5% 

 

④⑤の設問へ回答した後、以下の説明を読んでいた

だき⑥以降の設問への回答へ進む設定とした。 

 

◾ 骨髄バンク新規登録方法 

 骨髄バンクの新規ドナー登録方法について説明

します。現在は、｢献血ルーム｣もしくは「ドナー登

録会」へ直接行き、説明担当者から対面で説明を受

け、申し込み手続きを行います。｢献血ルーム｣で必

要書類を入手した後、ご自身で申し込み用紙に記入

し手続きすることも可能です。｢献血ルーム｣や｢ド

ナー登録会｣の情報は日本骨髄バンクのホームペー

ジで入手可能です。白血球のタイプ（HLA）を調べる

ため2ml 程度の採血を行なって新規ドナー登録申

し込みは完了となります。 

 

◾ 現在開発しているオンライン登録システム 

 現在開発を進めているオンライン登録システム

について説明します。 

 骨髄バンクのホームページに骨髄バンクドナー

新規登録サイトを作成し、登録についての詳細な説

明を掲載します。内容を理解したうえで、必要事項
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（氏名、性別、生年月日、住所、連絡方法など）を

入力後、HLA検査に必要な①血液検査、②口腔内ス

ワブ検査のうち、どちらかを選択する画面が出てき

ます。 

①血液検査を選択した場合、ご都合の良い時に近隣

の採血会場（ドナー登録会や献血会場）までお越し

ください。 

②口腔内スワブ検査を選択した場合、スワブ（少し

太めの綿棒のようなもの）が自宅などへ送られます。

スワブでご自身の口の頬の粘膜を数回こすって、専

用の封筒で送り返してください。 

 ①か②のどちらかを行なっていただければ新規

ドナー登録は完了となります。 

 

⑥ ドナー登録するとしたら、従来の方法とオンラ

イン登録、どちらを希望されますか？（回答数 

30000） 

1) 従来の方法: 36.0% 

（10代:33.9%, 20代:34.7%, 30代:36.5%） 

2) オンライン登録: 64.0% 

（10代:66.1%, 20代:65.3%, 30代:63.5%） 

 

⑦ 「従来の方法」を希望された理由を最大3つまで

お選びください（回答数 10788） 

1) 対面の方が質問しやすいから: 80.6% 

（10代:33.9%, 20代:34.7%, 30代:36.5%） 

2) 通信料がかかるから: 5.7% 

3) オンラインで登録する際の個人情報の漏洩（ろ

うえい）などが不安だから: 23.0% 

4) スワブ検査が不安なので血液検査（採血）を希

望するため、オンライン登録のメリットがないか

ら: 28.7%   

5) オンライン登録の仕方がよくわからない: 

21.5% 

6) その他: 2.8% 

 

⑧ 「オンライン登録」を希望された理由を最大3つ

までお選びください（回答数 19212） 

1) 対面での説明が新型コロナウイルスの感染等の

問題からの不安だから: 43.3% 

2) 自分の都合の良いときに登録できるから: 

78.9% 

3) 血液検査（採血）が苦手だから: 28.7% 

4) ドナー登録についてよく知っているので直接の

説明がなくてもよいから: 6.4% 

5) その他: 1.6% 

 

⑨ 今後オンライン登録システムを構築する際に、

あった方が良い機能や提供して欲しい情報につい

てお聞きします。どれがあると良いと思いますか？

最大３つまでお選びください（回答数 30000） 

1) ｢よくある質問｣ページの掲載: 48.3% 

2) チャット機能をつかった質問を可能とする機

能: 34.5% 

3) 電話での質問を可能とする体制: 26.8% 

4) ドナー登録後の流れについての情報: 41.9% 

5) 実際にドナーとして骨髄提供をした人の声: 

26.7% 

6) 実際に移植を受けた人の声: 17.2% 

7) 骨髄バンクについての紹介: 16.3% 

8) 実際に骨髄を提供するときに利用できる制度等

の情報: 23.7% 

9) その他: 0.5% 

 

⑩ 上記の機能や情報をどのような方法で提供して

欲しいですか？最大３つまでお選びください（回答

数 30000） 

1) 電子メール: 56.2% 

2) ショートメッセージ: 17.1% 

3) LINE: 46.7% 

4) ツイッター: 18.7% 

5) Youtube: 25.5% 

6) その他: 2.5% 

 

⑪ 今後あなたが骨髄ドナーに登録すると仮定して

お答え下さい。登録後に骨髄バンクからの定期的に

オンラインを使った情報提供を希望しますか？（回

答数 30000） 

1) 希望する: 36.2 

2) 希望しない: 47.8% 

3) 将来的にも登録しないので回答できない: 

16.0% 

 

Ｄ. 考察 

 骨髄バンクでのドナー登録可能年齢は18歳〜55歳

であるが、今回は特に若年層（18歳〜39歳）を対象に、

新型コロナ感染症拡大下で求められている登録方法、

さらには情報提供方法のニーズについて調査した。 



 22 

 従来の登録方法と本研究班で開発を目指してい

るWEBシステムでの登録方法において、若年層の67%

がWEB登録システムを希望するとの調査結果が得ら

れた。WEB登録システムを希望すると回答した者の

多くは「対面での説明が新型コロナウイルスの感染

等の問題からの不安だから」「自分の都合良いとき

に登録できるから」を理由として挙げていた。今回

対象とした年齢層の約半数が会社員・役員であるこ

とを考えると、仕事しながらドナー登録会へ赴いて

登録することが困難な者が多く、自分の都合良い時

間・場所で登録可能なWEB登録システムは、現在社

会のニーズに合っているものと考える。一方で、従

来の登録方法を選択した者の多くは「対面の方が質

問しやすいから」を選択していた。これら結果から、

新型コロナ感染症拡大下に限らず、若者の現状を考

えるとWEB登録システムのニーズが高いことが明ら

かとなったが、WEB登録システムを構築する際には

「よくある質問」などのページを設定し、可能な限

り想定される質問への回答を掲載していくことも

必要と考えられた。 

 現在、若者が日頃から利用しているSNSは多岐に

わたる。ドナー登録等の情報共有ツールに関する質

問に対する結果は、電子メール 56.2%、ショートメ

ッセージ 17.1%、LINE 46.7%、ツイッター 18.7%、

Youtube 25.5%と回答が分散していたことから、特

定のツールだけに限定せず、多くのSNSを利用して

情報共有していくことが大事である。 

 

Ｅ. 結論 

 今回の調査結果は本研究班の分担研究の１つで

ある「WEB登録システムのプロトタイプ作成」に活

かしていく。 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

【１】特許取得 

該当事項なし。 

【２】実用新案登録 

該当事項なし。 

【３】その他 

該当事項なし。 


